
3 ３０９号　令和４年（２０２２年）４月２９日発行予算特別委員会

総　　括

市税
504億9706万2千円
（４1．８％）

市税
504億9706万2千円
（４1．８％）

土木費
６4億7264万
８千円（5.4％）

土木費
６4億7264万
８千円（5.4％）

教育費
264億7494万3千円
（21.9％）

教育費
264億7494万3千円
（21.9％）

衛生費
82億2944万
7千円（６．8％） 

衛生費
82億2944万
7千円（６．8％） 

公債費
35億1660万6千円（2.9％）  
公債費
35億1660万6千円（2.9％）  

　　　総務費 
１52億2120万8千円
（12．６％）　

　　　総務費 
１52億2120万8千円
（12．６％）　

その他
51億

6493万
1千円（４．2％）

その他
51億

6493万
1千円（４．2％）

国庫・都支出金
３３6億9511万8千円

（27.8％）

国庫・都支出金
３３6億9511万8千円

（27.8％）

使用料及び手数料
３７億6181万9千円
（３．1％）

使用料及び手数料
３７億6181万9千円
（３．1％）

市債
78億4640万円
（6.5％）

市債
78億4640万円
（6.5％）

繰入金
90億1799万
9千円（7.5％）

繰入金
90億1799万
9千円（7.5％）

その他
161億
2160万2千円
（13.3％）

その他
161億
2160万2千円
（13.3％）

歳
入

１
２
０
９
億
４
０
０
０
万
円

歳
出

民生費
５５8億6021万7千円

（46.2％）

民生費
５５8億6021万7千円

（46.2％）

令和４年度各会計別予算額
区　　分 令和４年度 令和３年度 伸び率（％）

一　般　会　計 1209億4000万円  　　 1097億1000万円  　　 10.2

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 238億1342万6千円　 233億2383万3千円　 2.1

後 期 高 齢 者 医 療 59億5700万5千円　 55億6421万5千円　 7.1

介 護 保 険 194億8280万8千円　 188億4041万6千円　 3.4

公 共 用 地 15億9455万5千円　 18億6175万5千円　 △14.4

計 508億4779万4千円　 495億9021万9千円　 2.5

合　　計 1717億8779万4千円　 1593億 21万9千円　 7.8

公営企業
会　　計

競 走 事 業 911億6515万5千円　 828億6952万7千円　 10.0

下水道事業 58億7425万9千円　 64億3869万5千円　 △8.8

合　　計 970億3941万4千円　 893億 822万2千円　 8.7

全会計の合計 2688億2720万8千円　 2486億 844万1千円　 8.1

委
員
　
第
７
次
府
中
市
総
合
計
画

で
は
、
障
害
者
就
労
移
行
支
援
事

業
等
を
利
用
し
た
一
般
就
労
へ
の

移
行
者
数
の
目
標
値
が
43
人
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
向
け
た
令

和
４
年
度
の
取
組
は
。

障
害
者
福
祉
課
長
　
目
標
値
と
し

て
掲
げ
た
人
数
は
、
令
和
２
年
度

の
実
績
人
数
よ
り
も
多
い
数
値
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
実
現
に
向
け
、

特
別
支
援
学
校
、
就
労
支
援
事
業

所
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
が
連
携
し

て
、
一
般
企
業
や
公
的
機
関
に
雇

用
の
要
請
を
行
う
な
ど
、
障
が
い

者
の
雇
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
、
職
業
相
談

や
職
場
開
拓
な
ど
就
労
支
援
事
業

の
強
化
を
考
え
て
い
る
。

委
員
　
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
事
業
に
お
い
て
、
統
括
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
と
聞

く
が
、
そ
の
背
景
や
意
義
は
。

地
域
福
祉
推
進
課
長
補
佐
　
背
景

と
し
て
、
複
雑
化
す
る
福
祉
課
題

に
対
応
し
や
す
い
体
制
の
構
築
や
、

地
域
に
お
け
る
福
祉
相
談
の
拠
点

委
員
　
小
・
中
学
校
で
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
出
欠
席
の
連
絡
な
ど

を
デ
ジ
タ
ル
で
行
う
、
い
わ
ゆ
る

ス
マ
ー
ト
連
絡
帳
が
導
入
さ
れ
る

が
、
そ
の
目
的
や
機
能
は
。

指
導
室
主
幹
　
ス
マ
ー
ト
連
絡
帳

を
導
入
す
る
目
的
は
、
保
護
者
の

利
便
性
の
向
上
や
学
校
事
務
の
省

づ
く
り
を
検
討
す
る
上
で
、
福
祉

エ
リ
ア
ご
と
に
１
人
ず
つ
配
置
さ

れ
て
い
る
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
担

当
者
を
置
く
必
要
性
が
高
ま
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
域

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
地

域
の
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
調
整
等

を
行
う
が
、
そ
の
機
能
を
よ
り
発

揮
で
き
る
よ
う
統
括
役
が
支
援
の

役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

力
化
で
あ
り
、
導
入
後
は
原
則
と

し
て
ス
マ
ー
ト
連
絡
帳
を
使
用
す

る
よ
う
周
知
・
啓
発
し
て
い
く
。

　
機
能
と
し
て
は
、
保
護
者
が
出

欠
席
連
絡
や
検
温
結
果
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
入

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
へ
の

連
絡
が
可
能
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、

従
来
学
校
か
ら
紙
で
配
布
し
て
い

た
保
護
者
へ
の
通
知
を
、
電
子
デ

ー
タ
で
直
接
保
護
者
に
送
信
で
き

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

の
既
存
事
業
に
加
え
、
市
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
連
絡
会
の
設
立
に
向
け
た

取
組
を
計
画
し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
は
組
織
体
の
運
営
方
法
な
ど

を
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
と
と
も
に
検
討

す
る
場
を
設
け
て
い
く
。

委
員
　
オ
ン
ラ
イ

ン
子
育
て
相
談
事

業
が
新
た
に
予
算

計
上
さ
れ
た
が
、

そ
の
内
容
は
。

子
ど
も
家
庭
支
援

課
長
補
佐
　
オ
ン

ラ
イ
ン
で
子
育
て

相
談
が
で
き
る
環

境
の
整
備
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
専
門
の
事
業
者
に

委
託
し
て
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
相
談
対
応
は
、
委
託
事
業
者

に
登
録
し
て
い
る
小
児
科
医
、
産

婦
人
科
医
又
は
助
産
師
が
行
い
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
も
相
談
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

相
談
の
仕
方
は
２
種
類
あ
り
、
い

つ
で
も
相
談
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
送
信

が
可
能
で
、
24
時
間
以
内
に
返
信

が
あ
る
い
つ
で
も
相
談
や
、
平
日

の
午
後
６
時
か
ら
10
時
ま
で
の
間

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
10
分
間
、
直

接
相
談
で
き
る
夜
間
相
談
が
あ
る
。

委
員
　
ト
ッ
プ
チ

ー
ム
等
連
携
事
業

に
お
け
る
今
後
の

取
組
は
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

長
補
佐
　
本
市
と

ト
ッ
プ
チ

ー
ム
、
ま

た
は
ト
ッ

プ
チ
ー
ム
同
士
が
情
報
交

換
な
ど
を
行
う
場
を
設
け
、

市
は
市
民
と
と
も
に
ト
ッ

プ
チ
ー
ム
を
応
援
し
、
ト

ッ
プ
チ
ー
ム
は
市
の
事
業

へ
参
加
す
る
な
ど
、
連
携

を
更
に
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
に
ぎ
わ
い
や
活
力
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
け

や
き
並
木
に
お
け
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
等

多

文

化

共

生

委
員
　
多
文
化
共
生
に
関
す
る
市
の
認

識
と
、
市
内
在
住
外
国
人
に
向
け
た
取

組
を
聞
き
た
い
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
多
文
化
共
生
は
、

国
籍
や
民
族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、

文
化
的
な
違
い
を
認
め
合
い
、
対
等
な

関
係
を
築
き
、
共
に
生
き
て
い
く
こ
と

と
捉
え
て
い
る
。
市
内
在
住
外
国
人
へ

の
取
組
と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
提
供
、
多
言
語
に

よ
る
情
報
誌
の
発
行
、
日
本
語
学
習
会

及
び
子
ど
も
へ
の
学
習
支
援
な
ど
を
、

市
内
２
つ
の
国
際
交
流
サ
ロ
ン
と
連
携

し
て
実
施
し
て
い
く
。

保
育
の
質
の
維
持
向
上

委
員
　
待
機
児
童
数
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近

づ
い
て
お
り
、
今
後
は
よ
り
質
の
高
い

保
育
・
子
育
て
支
援
が
目
標
と
な
る
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
こ
れ
ま
で
も
、
市

立
保
育
所
の
所
長
経
験
者
に
よ
る
巡
回

支
援
の
実
施
な
ど
、
保
育
施
設
等
の
適

正
な
運
営
及
び
良
質
な
育
成
環
境
の
維

持
に
努
め
て
き
た
が
、
今
後
も
、
保
育

の
質
の
維
持
向
上
の
た
め
の
対
応
を
継

続
す
る
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
受

入
れ
や
障
が
い
児
保
育
の
更
な
る
充
実

な
ど
に
も
努
め
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

委
員
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
関
す

る
、
令
和
４
年
度
の
取
組
は
。

生
活
環
境
部
長
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ	

ー
導
入
の
目
標
を
定
め
、
計
画
的
な
取

組
を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
の
施
設
を

中
心
に
、
地
域
内
で
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ	

ー
導
入
の
可
能
性
を
調
査
す
る
。
ま
た
、

エ
コ
ハ
ウ
ス
設
備
設
置
事
業
を
拡
充
し
、

各
家
庭
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

導
入
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
に

お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を

図
る
。更
に
は
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

実
現
に
向
け
た
産
学
官
の
協
働
に
よ
る

取
組
も
着
実
に
進
め
て
い
く
。

　▲パブリックビューイングの様子
　　（ラグビーワールドカップ２０１９）

令和４年度一般会計予算款
かん

（科目）別内訳

産

業

振

興

委
員
　
産
業
振
興
へ
の
取
組
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

生
活
環
境
部
長
　
市
で
は
、
商
工
業
の

振
興
と
安
定
を
図
る
た
め
、
商
工
会
議

所
が
実
施
す
る
経
営
改
善
事
業
へ
の
補

助
や
中
小
企
業
へ
の
事
業
資
金
融
資
な

ど
を
実
施
し
て
き
た
。
令
和
４
年
度
か

ら
始
ま
る
第
７
次
府
中
市
総
合
計
画
で

は
、
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化
支
援
、

地
域
商
業
の
振
興
及
び
工
業
の
育
成
を

施
策
に
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
策

に
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
本
市
の
産
業
振
興
及
び
企

業
支
援
策
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

委
員
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
も
継
続
し
て
行
わ
れ
る
主

な
施
策
や
課
題
は
。

政
策
総
務
部
長
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

新
た
に
導
入
し
た
、
庁
内
で
の
ウ
ェ
ブ

会
議
シ
ス
テ
ム
や
、
過
去
の
業
務
量
調

査
の
結
果
に
基
づ
く
、
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
自
動
案
内
な
ど
の

運
営
に
継
続
し
て
取
り
組
む
。
な
お
、

デ
ジ
タ
ル
化
は
あ
く
ま
で
業
務
改
善
等

の
手
段
で
あ
る
た
め
、
そ
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
職
員
に
改
革
意
識
を
持
た

せ
る
た
め
の
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

財

政

状

況

委
員
　
現
在
の
市
の
財
政
状
況
や
今
後

の
見
込
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

財
政
担
当
参
事
　
経
常
収
支
比
率
や
財

政
力
指
数
は
、
26
市
の
中
で
上
位
を
維

持
し
て
お
り
、
財
政
健
全
化
法
に
係
る

指
標
も
法
定
基
準
を
下
回
る
た
め
、
健

全
財
政
を
維
持
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
今
後
の
財
政
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

市
税
が
横
ば
い
の
一
方
で
、
社
会
保
障

費
の
増
加
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
、
歳
入
に
見
合
っ
た
事
業
展

開
に
努
め
る
ほ
か
、
計
画
的
な
基
金
の

積
立
て
等
も
図
り
な
が
ら
、
持
続
可
能

な
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

統
括
役
を
配
置
す
る
背
景
や
意
義
は

ス

マ

ー

ト

連

絡

帳

導
入
の
目
的
や
機
能
は

障

害

者

就

労

支

援

事

業

目
標
値
達
成
に
向
け
た
取
組
は

トップチーム等連携事業

今 後 の 取 組 は

オンライン子育て相談事業

事 業 内 容 は


